
来店した
人数(人)

商品Ａを買っ
た人数(人)

月曜日 90 3
火曜日 84 21
水曜日 76 16
木曜日 70 12
金曜日 108 4
土曜日 112 6
日曜日 160 8
全体 700
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１ Ｂ問題（活用）に対応するための練習問題 （ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

１ 場合の数と確率についての用語のまとめたものである にあてはまる数や言葉を下の 語群 同じ大きさ、重さである赤玉３個、青玉２個、黄玉１個が、右のような箱の中に入っ。（ ） 【 】 ４

から１つずつ選び、書き入れなさい。 ている。この箱の中から玉を取り出し、色を調べる。このとき、次の問いに答えなさい。

（1）どの場合が起こることも同じ程度であると考えられるとき （ ）に確からしいという。、 同様
(1) 玉を１個だけ取り出すとき、赤玉である確率を

(2) 起こる場合が全部でｎ通りあり、そのうち、ことがらＡの起こる場合がａ通りであるとき、
求めなさい。

（ ）ａ
答えことがらＡの起こる確率 ｐ＝

(2) 玉を１個取り出し、色を確認する。その玉をもどして、再び玉を１個取り出し、色を調べる。（ ）ｎ

このとき、最も起こりやすいことがらを、次のア～カから１つ選び記号で答えなさい。
(3) かならず起こることがらの確率は （ ）である。、 １

(4) けっして起こらないことがらの確率は （ ）である。、 ０
ア 赤が２回出る イ 赤と青が１回ずつ出る

(5) ことがらＡが起こる確率をｐとするとき、Ａの起こらない確率は （ ）である。、 １－ｐ
ウ 赤と黄が１回ずつ出る エ 青が２回出る

イ
【語群】 オ 青と黄が１回ずつ出る カ 黄が２回出る 答え

１－ｐ ｐ－１ ０－ｐ同等 同様 合同 ｐ

ａ ｎ０ １ ２ 右の図のように、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４つのマスが、正方形の頂点上にある。５

コマをＡに置き、さいころを１回投げるごとに出た目の数だけ隣のマスに１

２ Ｍ店で、先週１週間に来店した人数と商品Ａを買った人数を つずつ右回りまたは左回りに移動させる。このとき、次の問いに答えなさい。

調べた。右の表は、そのとき調べた人数をまとめたものである。

このとき、次の問いに答えなさい。 (1) さいころを１回投げ、コマを右回りに移動させる。コマがＣに止まる場

合のさいころの目の数は、２と（ ）である。

６
（１） 商品Ａを買った全体の人数を求めなさい。

（ ）に当てはまる数を答えなさい。 答え

答え 人７０

(2) さいころを２回投げ、１回目はコマを右回りに移動し、２回目は１回目に止まったマスからコマ（２） 火曜日に来店した人の割合は、全体の何 か答えなさい。%

を左回りに移動する。コマが最後にＡのマスに止まる場合の１回目と２回目のさいころの目の出方
答え ％12 について、ゆうたさんが説明した （ ）に当てはまる数を書き入れなさい。。

（3） 商品Ａが売れた割合が一番多かったのは何曜日か答えなさい。

１回目と２回目のさいころの目の差が （ ）または（ ）となる場合です。答え 曜日火 、 ０ ４

このとき、次の３ Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４人がリレーに出場することになり、走る順を決めることにした。

問いに答えなさい。

右の図のような、２から６までの数字を書いた５枚のカードがある。（１） ４人の走る順番は何通りある
樹形図

６

この５枚のカードの中から１枚取り出し、もとにもどさずに、もう１枚か、樹形図をかき、答えなさい。

を取り出して数字を調べたとき、その２枚のカードの数字の和が偶数に

なる確率と和が奇数になる確率について、Ｔさんは次のように予想した。答え 通り２４

【りんかさんの説明】（２） ＡがＢにバトンをわたす組み 【Ｔさんの予想】

５枚のカードは、偶数のカードが合わせは何通りあるか答えな

（ ）です。
さい。その確率も答えなさい。 多いので、取り出した２枚のカード 和が偶数となる確率は、

和が（ ）は、

の数字の和が偶数となる確率の方が、

６ 奇数となる確率答え 組み合わせ 通り 和が奇数となる確率より大きい。

（ ）です。この予想が正しいとは言えない理由を、

りんかさんは、確率を使い、右のように
だから、和が偶数となる確率は、和が奇数と確率 説明した （ ）に当てはまる言葉や数。

なる確率よりも（ ）からです。を書き入れなさい。 小さい
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１ B問題（No.1）                （  ）年（  ）組（  ）番 名前（         ） 

０.７ 12 

1 

練習問題の ２ 
と関連があるよ！ 

練習問題の ３ 
      ４ 
      ６ 
と関連があるよ！ 
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１ B問題（No.2）                （  ）年（  ）組（  ）番 名前（         ） 

説明 

（例） 

全校の回答用紙 90 枚をくじにする場合は全部で 90通りの 

出方があり，F が選ばれるときは，場合の数が 27通りなので 

確率は     である。また，1 年生の回答用紙 50枚だけ 

をくじにする場合は全部で 50 通りの出方があり，Fが選ば 

れるときは，場合の数が 20通りなので確率は，  である。 

２つの場合の確率を比べると，    より   の方が大 

きい。よって，全校の回答用紙 90 枚をくじにする場合よりも 

１年生の回答用紙 50 枚かでをくじにする場合の方が Fが選 

ばれやすい。 

1０ 

３ 

10 

３ 
５ 

２ 

５ 

２ 

練習問題の ５ 
      ６ 
と関連があるよ！ 

(1) (2) (3)

全国 55.7 43.9 36.2

私

※平均正答率

正解した問題には、私の欄
ラン

に○印をしましょう。
らん 


